
 

 

 
 
 

 

 

 

講師紹介： 

 

坂本 孝輔（株式会社くらしあす／東京都認知症介護指導者） 

 
介護現場で約 28 年の経験を持つ介護福祉士・認知症介護指導者。特別養護老人ホームや在宅

介護の現場を経て、2012 年に株式会社くらしあすを設立。現在は通所介護、訪問介護、居宅

介護支援などを運営している。認知症ケアで培った、人の行動や感情を関係性から理解する視

点を職員育成やチームづくりにも生かし、研修・講演活動を行っている。 

 

【著書（共著）】 

『認知症の人の「かたくなな気持ち」が驚くほどすーっと穏やかになる接し方』（すばる

舎）、『不適切な認知症ケアを防ぐ 60 のヒント：「よかれと思って」の落とし穴』（中央法

規出版） 

心理的に安全で幸せなチームづくり 

【研修内容】 

  

■  離職率 50％、チーム崩壊から何を学んだのか 

■  「あの人が悪い」で終わらせない、職場の人間関係の見方 

■  心理的安全なチームをつくるリーダーシップとは 

■  意見を言い合えるチームへ――明日からできること 

 

2017 年、私たちの介護事業所では 9 人が退職し、離職率は 50％に達しました。職員同士の

陰口や対立、言いたいことを言えない空気。利用者本位の介護を目指していたはずのチーム

は、なぜ崩れてしまったのでしょうか。 

当時の私は「問題のある職員がいるからだ」と考えていました。しかし、振り返るうちに見え

てきたのは、特定の誰かだけの問題ではないということでした。失敗を重ねながら職場づくり

を見直し、現在は離職がほとんどないチームへと変わってきました。 

本研修では、この実体験を出発点に、心理的安全性とは何か、なぜ率直な意見を伝えたり、失

敗を報告したりすることが難しくなるのかを考えます。リーダーの振る舞いや職場の人間関係

を見つめ直し、役職にかかわらず、チームの一人ひとりが明日から実践できる職場づくりのヒ

ントをお伝えします。 

 

【こんな方におすすめ】 

チームをもっと成長させたいリーダー、今よりもっと積極的に意見を伝え合える職場にしたい

現場スタッフの皆さん。 

 


